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消
防
団
員
の
加
入
促
進

　
消
防
団
と
機
能
別
消
防
団
の
新
規
団
員

募
集
に
は
大
変
苦
労
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
山
梨
県
甲
斐
市
で
は
、
平
成
24

年
か
ら
市
の
新
規
採
用
職
員
全
員
が
消
防

団
に
入
団
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
基
本
的

な
防
災
知
識
の
習
得
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
協
力
体
制
の
育
成
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
西
尾
市
も
取
り
入
れ
て
み
て

は
ど
う
で
す
か
。

28
年
度
は
、
17
人
の
職
員
が
消
防
団

に
入
団
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
新

規
採
用
職
員
に
対
し
て
、
消
防
団
の
現
状

と
必
要
性
を
説
明
す
る
機
会
を
設
け
る
な

ど
、
入
団
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し

ま
す
。
ま
た
、
28
年
度
か
ら
「
西
尾
市
消

防
団
応
援
の
店
」
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

団
員
確
保
に
向
け
た
積
極
的
な
加
入
促
進

事
業
に
ご
支
援
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
市
消
防
本
部
総
務
課
）

　

西
尾
市
メ
ー
ル
１
１
９
番
通
報

　
市
で
は
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
の

困
難
な
方
が
、
携
帯
電
話
な
ど
の
メ
ー
ル

で
救
急
車
・
消
防
車
を
要
請
す
る
「
メ
ー

ル
１
１
９
番
通
報
」
が
利
用
で
き
ま
す
が
、

メ
ー
ル
通
報
に
よ
り
消
防
車
や
救
急
車
が

対
応
で
き
る
場
所
は
市
内
の
み
で
、
市
外

に
い
る
と
き
は
で
き
ま
せ
ん
。
総
務
省
消

防
庁
は
合
理
的
配
慮
を
す
る
法
的
義
務
が

あ
る
た
め
、
全
国
の
救
急
車
・
消
防
車
を

呼
べ
る
よ
う
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
を
開
設
し
て
ほ
し
い
。

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、
救
急
車
・
消

防
車
を
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
呼
べ
る

シ
ス
テ
ム
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん

が
、
総
務
省
消
防
庁
で
全
国
共
通
の「
聴

覚
・
言
語
機
能
障
害
者
が
、
い
つ
で
も
全

国
ど
こ
か
ら
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に

よ
る
音
声
に
よ
ら
な
い
１
１
９
番
緊
急
通

報
を
す
る
シ
ス
テ
ム
」
が
検
討
さ
れ
て
い

て
、
近
年
中
に
運
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
市
と
し
て
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
運
用

さ
れ
次
第
、
導
入
す
る
予
定
で
す
が
、
そ

れ
ま
で
は
現
状
の
ま
ま
、
メ
ー
ル
と
フ
ァ

ク
ス
に
よ
る
１
１
９
番
の
独
自
シ
ス
テ
ム

で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。（市

消
防
署
本
署
）

 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
の
単
位

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
を
４

時
間
か
ら
２
時
間
単
位
に
し
、
料
金
を
半

額
に
す
れ
ば
利
用
し
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
。25

年
度
に
利
用
者
の
声
を
把
握
す
る

た
め
、
市
内
の
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
１
４
４
０
の

登
録
団
体
に
、
現
行
の
利
用
時
間
区
分
が

適
切
か
ど
う
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
回
答
を
頂
い
た
７
５
１
団

体
の
う
ち
、
６
割
を
超
え
る
登
録
団
体
か

ら
、
現
行
の
午
前
・
午
後
・
夜
間
の
３
区

分
の
ま
ま
で
よ
い
と
す
る
回
答
を
得
ま
し

た
。
ま
た
、
準
備
か
ら
片
付
け
終
了
ま
で
、

１
回
当
た
り
の
実
際
の
利
用
時
間
に
つ
い

て
も
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
６
割
を
超
え
る
登

録
団
体
が
２
時
間
を
超
え
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
て
利

用
時
間
区
分
を
現
行
の
ま
ま
に
し
て
い
る

の
で
、
現
時
点
で
は
見
直
し
を
考
え
て
い

ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
）

「市民の声」を紹介します
　「市民の声」は、皆さんから市政に対する意見や要
望などを広くお聴きする制度です。
　ここでは、いただいた意見などの中から、その一
部を紹介します。なお、意見などは要約しています。

問秘書課広聴担当（☎65・21６０）投書箱（設置場所により
形が異なります）

答

答

答

市ホームページ内の入力
フォーム

「
西
尾
市
消
防
団
応
援
の
店
」
の
表
示
証

中央ふれあいセンター
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押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機

　
「
丁
田
」
交
差
点
の
北
に
信
号
の
な
い

横
断
歩
道
が
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
て
い
る
車
も
多
く
、
小
学
生
の
集
団
登

校
時
に
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
学
生
が
渡
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
ず

に
、
ギ
リ
ギ
リ
で
止
ま
る
車
も
よ
く
見
掛

け
ま
す
。

　
こ
の
横
断
歩
道
は
小
学
生
だ
け
で
な
く
、

中
学
生
や
高
校
生
も
自
転
車
で
通
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
、
押
し
ボ
タ

ン
式
信
号
機
の
設
置
を
強
く
願
い
ま
す
。

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
設
置
な
ど

の
交
通
規
制
は
、
愛
知
県
警
察
本
部

が
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
要
望
箇
所
の
あ
る
町
内
会
が
地
域
の

総
意
と
し
て
工
事
要
望
書
を
市
土
木
課
に

提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
か
ら
西
尾

警
察
署
へ
伝
え
ま
す
。

　
そ
の
後
、
西
尾
警
察
署
が
現
地
調
査
を

行
う
な
ど
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
終

的
に
愛
知
県
警
察
本
部
が
設
置
の
可
否
を

決
定
し
ま
す
。　
　
　
　
（
危
機
管
理
課
）

　 

小
・
中
学
校
区

　
自
宅
か
ら
近
い
中
学
校
で
は
な
く
、
遠

い
中
学
校
に
通
わ
せ
る
意
図
が
分
か
り
ま

せ
ん
。学

区
は
町
内
会
の
区
割
り
な
ど
を
基

に
定
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
「
区
域

外
就
学
許
可
基
準
」
に
該
当
す
る
よ
う
な

事
情
が
あ
れ
ば
、
学
区
以
外
の
学
校
へ
の

就
学
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
基

準
の
中
に
は
「
指
定
さ
れ
た
学
校
よ
り
も

隣
接
校
の
方
が
極
め
て
短
く
、
通
学
の
安

全
上
支
障
が
な
い
場
合
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
区
域
外
就
学
許
可
基
準

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
転
入
学
の
手

続
き
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

（
学
校
教
育
課
）

 

保
育
園
の
入
園
選
考
基
準

　
保
育
園
入
園
選
考
基
準
指
数
表
で
の
自

営
業
者
に
対
す
る
評
価
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
比
べ
、
あ
ま
り
に
低
す
ぎ
ま
す
。
な
ぜ

こ
ん
な
に
も
評
価
に
差
が
出
る
の
で
す
か
。

働
い
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
に
、

自
営
業
者
の
子
ど
も
が
受
け
入
れ
ら
れ
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
考
え

で
こ
の
指
数
表
を
作
成
し
て
い
ま
す
か
。

保
育
園
は
利
用
申
込
者
が
定
員
を
上

回
る
場
合
、
保
育
の
必
要
度
が
高
い

順
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
家
庭
や
就
労
の
状
況
な
ど
を

指
数
化
し
、
保
育
園
入
園
選
考
基
準
指
数

表
に
よ
り
順
位
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
指
数
は
正
規
の
会
社
員
を
最
高
点
と
し
、

そ
こ
か
ら
保
育
の
必
要
度
を
考
慮
し
て
設

定
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
会
社
員
も
自

営
業
の
方
も
働
い
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
職
場
で
の
拘
束
力
の

大
き
さ
で
は
差
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
子
ど
も
課
）

「市民の声」を紹介します

答

■市政に対する意見などをお寄せください
　市政に対する意見などは、公共施設に設置の「市
民の声」投書箱へ備え付けの専用用紙を投かんする
か、市ホームページ内の「市民の声」入力フォーム
から送信してください。また、郵送（〒４４５―８５０１住
所不要）やファクス（ＦＡＸ５７・１３１３）でも受け付けま
す。郵送などの場合は、文書に「市民の声」と明記
してください。受け付けからおおむね２週間以内に
回答しますが、検討に時間を要する場合もあります
のでご了承ください。
投書箱設置場所　市役所行政情報コーナー（１階）、

各支所、総合福祉センター、西尾市保健センター、
西尾勤労会館、佐久島東渡船場、文化会館、西尾
市立図書館、中央・寺津・米津・福地・西野町・
八ツ面・鶴城・室場・三和・矢田・横須賀の各ふ
れあいセンター、一色町・吉良町・幡豆の各公民
館

■「市民の声」を市ホームページなどで公開
　「市民の声」に多く寄せられる意見などの中で、代
表的なものや市政運営の参考となる意見などの要旨
と回答を公開しています。市ホームページや市役所
行政情報コーナーと各支所で閲覧できます。

▼「市民の声」２8年４月～２9年３月の受付件数とその分野
分 野 件　数

　産業振興（観光、地域ブランド、商業、農・水産業、工業・新産業・雇用） ２0
　社会基盤（道路、災害対策、公共交通、市街地、上・下水道） 67
　子育て・教育・文化・スポーツ（子育て、学校教育、生涯学習、歴史文化、スポーツ、青少年健全育成） 95
　健康・福祉（地域医療、健康づくり、高齢者福祉、障害者福祉、社会保障、消費者保護） 16
　自然環境・生活（公園・緑地、自然環境、河川・海岸、地球環境、環境衛生、防災、防犯・交通安全、消防） 79
　市民・行政（市民協働、情報共有、コミュニティ、行財政運営） 113
　その他 ２
　合計（延べ件数。意見などの内容が複数課に関係するものは、細分化しています） ３92

答

答
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